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共創の場形成支援プログラム【地域共創分野】

新しい生物科学概念「代謝プログラミング」で
牛の代謝を胎仔や新生仔期から整え、飼料
には地方の多様な植物資源を放牧で活用す
る。その管理は衛星・ドローン・IoT・AIでス
マートに行い、地域の自然環境と生物多様
性を守りながら、安心・安全な食を持続的に
生産する。これらの技術を核に、「学び→実
践→事業化」をつなぐ実践型教育と、「食」を
通じて多様な人々が交わるボーディングプレイ
スを整備し、畜産の構造と地域を刷新する。
それによって、地方のデジタルネイティブ世代が
柔軟に働きながら、地域内外の人々との活
発な交流を通じて、“食の尊さ”を未来へつな
ぐ、循環型の地域ライフスタイルを実現する。



■ターゲット

■研究開発課題

「プロジェクト」の活動範囲

ビジョン：デジタルネイティブ世代が先導する“食の尊さを未来へつなぐ循環社会”の創造
〜 ウシと紡ぐ地球と命の絆 〜

拠点名： 次世代和牛生産システム構築拠点

肥育コスト高騰・担い手不
足・需要と供給のミスマッチ

生産・消費の持続性
そのものの危機

■SDGs

SDG2, SDG3, SDG8, SDG9, SDG11, SDG12, SDG13, SDG15 

①代謝プログラミングによ
る放牧和牛の体質制御メ
カニズムの解明

・中間目標1（育成2年目）
代謝プログラミングのための

データ収集
・PoC目標（本格4年目）
・栄養によるエピジェネティクスの

解明
・光処理にエピジェネティクス効果の

解明
・SNPs解析

・消化管発達と免疫系への影響の
解明

・課題目標（本格4年目）
代謝プログラミング技術の確立

⑤システム・デザイン思考に
よる生産人材育成と地域
展開プログラム開発

・中間目標1（育成2年目）
農家や学生との

意見交換・ニーズ調査
・中間目標2（本格2年目）

・モデルファーム開設
・経営指標収集

・人材育成プログラム開発
・PoC目標（本格4年目）
・牛の育成データシステム開発

・生産人材育成・創業支援プログ
ラム開発

・課題目標（本格6年目）
データ分析システムを統合した学び

のプラットフォームの設立

②次世代の循環型スマー
ト放牧肥育システムの開発

・中間目標1（育成2年目）
システムコンセプト完成

・中間目標2（本格2年目）
放牧草地の物質循環の

モニタリング
・PoC目標（本格4年目）

放牧牛群の
スマート管理技術の確立

・衛星データ・バイオマス推定・自動
給餌・画像体重測定を統合した

AIモデルの構築
・課題目標（本格4年目）
スマート管理技術の確立

③代謝プログラミングによるグ
ラスフェッド和牛肉質の評価・
流通システム構築

・中間目標1（育成2年目）
消費者・生産者との

意見交換・ニーズ調査
・PoC目標（本格3年目）
・肉質分析と表示方法の検討

・市場・加工業者間でのデータ共有と
QRコード追跡を実現する装置開発
・課題目標（本格6年目）

・脂肪交雑・等級推定AIモデルの
構築と放牧管理AIモデルとの連携

・MPグラスフェッド和牛の
流通システム構築

④自然生態系や地域社会
に与える影響の指標化とモ
ニタリング

・PoC目標（本格3年目）
・放牧が自然生態系に
与える影響の指標化
・放牧が地域社会に
与える影響の指標化

・課題目標（本格8年目）
指標のモニタリングと評価

⑥食の価値変容をリードす
る多様な関心者が集うボー
ディングプレイス開発

・中間目標1（本格2年目）
ボーディングプレイス白老の

運営方針検討
・中間目標2（本格2年目）
ボーディングプレイス白老の設計
・PoC目標（本格4年目）
ボーディングプレイス白老の開設
・課題目標（本格8年目）
ボーディングプレイス黒松内・

ボーディングプレイス大樹の設立

⑦グローカルマーケティング
形成の次世代戦略構築

・中間目標1（育成2年目）
消費者・生産者・投資家との意

見交換・ニーズ調査
・中間目標2（本格2年目）
・ブランドのコアバリュー策定
・市場へのプロモーション

・PoC目標（本格4年目）
国内外市場へのテスト販売

・中間目標3 （本格8年目）
国内外市場への展開

・課題目標（本格10年目）
グローバルマーケットへの本格参

入

T III：新たな食や環境価値を創造
する地域ライフ・コミュニティの育成

T I：和牛の代謝プログラミング技術と
循環型放牧システムの構築と展開

T II：アグリビジネスと消費を繋ぐ
次世代教育プラットフォームの構築

地域共創分野・第4領域 北海道大学（後藤PL） 1/5共創の場形成支援プログラム 拠点ロードマップ［公開版］



研究開発課題1 「代謝プログラミングによる放牧和牛の体質制御メカニズムの解明」の目標 年度

中間目標1 ・代謝プログラミングのためのデータ収集 ～2025年度

中間目標2
・栄養によるエピジェネティクスの解明
（光処理にエピジェネティクス効果、SNPs解析、消化管発達と免疫系への影響）

2026～2029年度

PoC達成目標1
・代謝プログラミングの科学的解明（栄養によるエピジェネティクスの解明、光処理にエピジェネティクス
効果の解明、SNPs解析、消化管発達と免疫系への影響の解明）

2030～2031年度

中間目標５ ・スマート放牧によるMPグラスフェッド和牛生産の黒松内町・大樹町への展開 2032～2033年度

最終目標

・ グラスフェッド和牛ビレッジ形成を通じた拠点ビジョン達成
・「新グラスフェッド和牛認証制度」の創設による拠点の収益化・自立化
・国内・海外市場へ本格参入

2034～2035年度

拠点名称：次世代和牛生産システム構築拠点
代表機関：北海道大学
プロジェクトリーダー：後藤貴文(北方生物圏フィールド科学センター 教授)

研究開発課題2 「次世代の循環型スマート放牧肥育システムの開発」も目標 年度

中間目標1 ・システムコンセプト完成 ～2025年度

中間目標2 ・放牧草地の物質循環のモニタリング 2026～2027年度

中間目標3
・放牧牛群のスマート管理技術の構築
・衛星データ等を統合したAIモデルの構築

2028～2029年度

PoC達成目標1 ・スマート放牧によるMPグラスフェッド和牛生産の他地展開の準備 2030～2031年度

中間目標5 ・スマート放牧によるMPグラスフェッド和牛生産の黒松内町、大樹町への展開 2032～2033年度

最終目標
・ グラスフェッド和牛ビレッジ形成を通じた拠点ビジョン達成
・「新グラスフェッド和牛認証制度」の創設による拠点の収益化・自立化
・国内・海外市場へ本格参入

203４～203５年度

地域共創分野・第4領域 北海道大学（後藤PL） 2/5共創の場形成支援プログラム 拠点ロードマップ［公開版］



研究開発課題3 「代謝プログラミングによるグラスフェッド和牛肉質の評価・流通システム構築」の目標 年度

中間目標1 ・消費者・生産者との意見交換・ニーズ調査 ～2025年度

中間目標2
・肉質分析と表示方法の検討
・市場・加工業者間でのデータ共有とQRコード追跡を実現する装置開発

2026～2028年度

PoC達成目標1
・脂肪交雑・等級推定AIモデルの構築と放牧管理AIモデルとの連携
・MPグラスフェッド和牛の流通システム構築

2029～2031年度

中間目標5 ・スマート放牧によるMPグラスフェッド和牛生産の黒松内町・大樹町への展開 2032～2033年度

最終目標

・ グラスフェッド和牛ビレッジ形成を通じた拠点ビジョン達成
・「新グラスフェッド和牛認証制度」の創設による拠点の収益化・自立化
・国内・海外市場へ本格参入

2035～2036年度

研究開発課題4 「自然生態系や地域社会に与える影響の指標化とモニタリング」の目標 年度

中間目標1
・放牧が自然生態系に与える影響の指標化
・放牧が地域社会に与える影響の指標化

202６～２０２８年度

PoC達成目標1
・自然生態系指標のモニタリングと評価
・地域社会指標のモニタリングと評価

202９～２０３３年度

最終目標
・ グラスフェッド和牛ビレッジ形成を通じた拠点ビジョン達成
・「新グラスフェッド和牛認証制度」の創設による拠点の収益化・自立化
・国内・海外市場へ本格参入

2035～2036年度

研究開発課題5 「システム・デザイン思考による生産人材育成と地域展開プログラム開発」の目標 年度

中間目標1 ・農家や学生との意見交換・ニーズ調査 ～2025年度

中間目標2 ・モデルファーム開設 ・経営指標収集 ・人材育成プログラム開発 2026～202７年度

中間目標３
・牛の育成データ収集・分析、システム開発 ・生産人材育成・創業支援プログラム開発
・モデルとなるボーディングプレイス白老の設立 ・拠点運営法人の設立

2028～2029年度

PoC達成目標1
・ データ分析システムを統合した学びのプラットフォームの設立
・ボーディングプレイス黒松内・大樹の設立準備 ・国内・海外市場へ展開

２０３０～２０３１年度

中間目標5 ・ボーディングプレイス黒松内・大樹の設立 ・国内・海外市場へ展開 ２０３２～２０３３年度

最終目標
・ グラスフェッド和牛ビレッジ形成を通じた拠点ビジョン達成
・「新グラスフェッド和牛認証制度」の創設による拠点の収益化・自立化
・国内・海外市場へ本格参入

2035～2036年度
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研究開発課題6 「食の価値変容をリードする多様な関心者が集うボーディングプレイス開発」の目標 年度

中間目標2

・ボーディングプレイスの設計
・ブランドのコアバリュー策定
・国内・海外市場へのプロモーション

2026～2027年度

中間目標３

・牛の育成データ収集・分析、システム開発
・生産人材育成・創業支援プログラム開発
・モデルとなるボーディングプレイス白老の開設
・拠点運営法人の設立

2028～2029年度

PoC達成目標1
・データ分析システムを統合した学びのプラットフォームの設立
・ボーディングプレイス黒松内・大樹の設立準備
・国内・海外市場へ展開

2030～2031年度

中間目標5
・ボーディングプレイス黒松内・大樹の設立
・国内・海外市場へ展開

2032～2033年度

最終目標
・ グラスフェッド和牛ビレッジ形成を通じた拠点ビジョン達成
・「新グラスフェッド和牛認証制度」の創設による拠点の収益化・自立化
・国内・海外市場へ本格参入

2034～2035年度

研究開発課題7 「グローカルマーケティング形成の次世代戦略構築：「わがごと」が導く地域内資源駆動型コミュニティブラン
ディング構築」の目標

年度

中間目標1 ・消費者・生産者・投資家との意見交換・ニーズ調査 ～2025年度

中間目標2

・ボーディングプレイスの設計
・ブランドのコアバリュー策定
・国内・海外市場へのプロモーション

2026～2027年度

中間目標3 ・国内・海外市場へのテスト販売 2028～2029年度

PoC達成目標1
・データ分析システムを統合した学びのプラットフォームの設立
・ボーディングプレイス黒松内・大樹の設立準備
・国内・海外市場へ展開

2030～2031年度

中間目標5
・ボーディングプレイス黒松内・大樹の設立
・国内・海外市場へ展開

2032～2033年度

最終目標

・ グラスフェッド和牛ビレッジ形成を通じた拠点ビジョン達成
・「新グラスフェッド和牛認証制度」の創設による拠点の収益化・自立化
・国内・海外市場へ本格参入

2034～2035年度
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研究開発課題 育成
1年目

育成
2年目

本格
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目

最終
年度

1.代謝プログラミン
グによる放牧和牛
の体質制御メカニズ
ムの解明

2.次世代の循環型
スマート放牧肥育
システムの開発

3. 代謝プログラミン
グによるグラスフェッ
ド和牛肉質の評
価・流通システム構
築

4.自然生態系や地
域社会に与える影
響の指標化とモニタ
リング

5.システム・デザイン
思考による生産人
材育成と地域展開
プログラム開発

6.食の価値変容を
リードする多様な関
心者が集うボーディ
ングプレイス開発

7.グローカルマーケ
ティング形成の次世
代戦略構築

中間目標1:
・代謝プログラミングのための

データ収集

中間目標3:
・脂肪交雑・等級推定AIモデルの構築

と放牧管理AIモデルとの連携
・MPグラスフェッド和牛の流通システム構築

中間目標1:
・消費者・生産者との意見

交換・ニーズ調査

中間目標1:
・システムコンセプト完成

中間目標2:
・栄養によるエピジェネティクスの解明

（光処理にエピジェネティクス効果、SNPs解析、消化管発達と
免疫系への影響） 中間目標4:

・スマート放牧によるMPグ
ラスフェッド和牛生産の
他地展開の準備

タ
ー
ゲ
ッ
ト
１
の
実
現

中間目標2:
・モデルファーム開設
・経営指標収集

・人材育成プログラム開発

中間目標1:
・農家や学生との意見交換・

ニーズ調査

中間目標3:
・牛の育成データ収集・分

析、システム開発
・生産人材育成・創業支

援プログラム開発
・モデルとなるボーディング
プレイス白老の開設

・拠点運営法人の設立

中間目標1:
・放牧が自然生態系に与える影響の指標化
・放牧が地域社会に与える影響の指標化

中間目標2:
・自然生態系指標のモニタリングと評価
・地域社会指標のモニタリングと評価

中間目標2:
・ボーディングプレイスの設計
・ブランドのコアバリュー策定
・国内・海外市場へのプロモーション

中間目標4:
・データ分析システムを統
合した学びのプラット
フォームの設立

・ボーディングプレイス黒
松内・大樹の設立準

備
・国内・海外市場へ展開

中間目標1:
・消費者・生産者・投資家と
の意見交換・ニーズ調査

中間目標3:
・国内・海外市場へのテスト販

売

最終目標:
・ グラスフェッド和牛ビレッジ
形成を通じた拠点ビジョ

ン達成
・「新グラスフェッド和牛認
証制度」の創設による拠
点の収益化・自立化

・国内・海外市場へ本格参入

タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
実
現

中間目標3
・放牧牛群の

スマート管理技術の構築
・衛星データ等を統合した

AIモデルの構築

中間目標2:
・肉質分析と表示方法の検討

・市場・加工業者間でのデータ共有とQRコー
ド追跡を実現する装置開発

中間目標5:
・スマート放牧によるMPグ
ラスフェッド和牛生産の
黒松内町・大樹町への

展開

フェーズ１：
研究から実装

フェーズ２：
実装から地域

フェーズ３：
地域から世界

P
o
C

目
標
達
成

P
o
C

目
標
達

成

P
o
C

目
標
達

成

P
o
C

目
標
達

成

P
o
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目
達
成
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o
C

目
標
達

成
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o
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目
標
達

成

タ
ー
ゲ
ッ
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の
実
現

中間目標5:
・ボーディングプレイス黒松

内・大樹の設立
・国内・海外市場へ展開

中間目標2:
・放牧草地の

物質循環のモニタリング

拠点名称：次世代和牛生産システム構築拠点
代表機関：北海道大学
プロジェクトリーダー：後藤貴文(北方生物圏フィールド科学センター 教授)
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